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薬用サフランの球茎肥大lこ関する研究

(第一報)植付の深さ，生育温度，施肥の影響について

広瀬智久・松尾治気

Studies on the Enlargement of Saffron Corm. 

I. On the effect of depth of planting， temperature and ferti1izatIon 

for the growth ofsa妊ron.

Tomohisa HIROSE， Koki MATsuo 

楽月jサフランの栽上告に於ては，球茎の高価である事が

最大の障害である.従って栽培農家はその生産目的でお

る雌楽の増収よりも，次年度の母球となるべき新球茎の

生産により大くの努力を払うのが常である.

楽Hlサフランの新球茎増収の為には，植付法，施肥法

阪芽除去，培土等について，一応の慣行的方法が農家の

悶に伝えられてはいるが，形態的，生理的に甚だ特殊な

作物であり，その款培面積の僅少なる為に，未だ科学的

な研究は少く，相当の経験を積むまでは，裁践に失敗す

る例も多い.著者等は此の作物の殺培法確立の目的で，

研究を始めたが，本報告はその第一歩として行われた.

植付の深さ，温度，及び施肥の植物体々制に対する影響

についての実験をとりまとめたものである.

実験材料及び方法

加温の為に縦，続2m，1高さ20cm(地上〕の木揺の上

に透明ピニールをかぶせたもの4ケをJtlぃ， 11月1日~

12月30日(秋期加温区)， 1月3日-3月3日(冬期加

温区)， 3月3日-5月1日(春期加温区)，の各期間の

み夫々 1ヶづっ被覆し，他の1ケは全期間被覆をしなか

った(無処理区).ピニールはカマポコ形の竹枠で支え

たので，ビニールと耕地表面との間隔は約60cmあった

が，秋期及び春期の晴天には相当高温となる為，ビニー

ルの裾をあげて通風し少くとも 27-S'C以上にならぬ

よう注意した.更にビニール被覆を行った場合は土擦の

乾燥が大となる為に他の区と比較しつつ頻繁に港水を行

ったが，後述のように此の2つの事実はかなり笑験精度

を阻害したように思われる.

各区は夫々深植(10cm)，浅植 (3cm)，2区に分け

た.球茎はすべて植付前に皮をむき，重量により 9-12 

g ・13-15g・16-17g・18-19gの4つの組に分類し，

各組10ケつ。つ計40ケをそれぞれの区の最終調査に当て，

他に実験経過中の抜取調査の為， 15g内外の球茎を1回

2D 

当り10ヶづっ選んで各区に割当てた.

次に肥料試験は，施肥料区，無肥料区の2区に分けて

砂耕殺減により行った. 5方分のlワグナー・ポ yトに

水道水で洗った砂をつめ 1ポット当り 2ケの球茎 (1

ケの重量15g内外)を深さ10cmに植付けた.各区に対

し9ポァトを供し， 12月29日， 4月8日 5月1日の3

回に各区3ポットづっ収穫調査した.

砂耕液(第1表〉は 1jgj 1回取換え，濯水は l臼1回

行った.

球茎の植付は全試験区をiillじ10バ1日であった.

実験結果及び考察

A: 球茎植付の深浅及び生育各期に於ける温度の影響.

第2表は各温度処理直後，第1図は収穫期の結果であ

る.葉の伸長は 9月末頃始って冬期中に終り， 12月末に

始った新球茎の生長は4月末頃迄にわたるが，比れに反

比例的にほ球の重量に於ける減少が行われる.Jl.pち，他

の球茎作物に於けると同織に，新しい各器管の栄養が種

子組物に比し，非常に多くの部分を母球のそれに依存し

ている事を意味しているが，薬用サフランに於ては，第

1図に示す如く，新球自体の重量が植付持母球の重量と

著しい相関をもっている事からみて，その母球栄養に対

する依存度は特に大であると忠われる.しかし此の関係

が， 1，~処理区以外の区で幾分乱れるのは加温処理の効来

が特に深植区に対して，むしろネガティブであった事と

Tab!e 1. Preparation of nutrient so!ution. (cc/1.) 

1M 1M 1M 1M 

Ca(N03)， NH.N03 NaH，PO. KC! 
1M 

MgSO. 

0.5 1 0.3 0.5 1 

Minor e!ements Fe.dtrate， B， Zn， Mn， Mo， 

d Co. 
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Table. 2. Effect of the worm treatment on the growth. 

Depth of [一柳 gD I畑山山 |一同区祉 g 
of mother -corm lengrn or leal cm I new corm 
一一 一 一一一

p!anting date A B C D I A B C D I A B C D 

Oct 13 

Deep Dec25 11. 50 11. 00 I 26 35 0.8 0.8 

Mar 5 6目 10 5.30 39 45 26.0 25.0 

May 1 3.00 4.50 4.20 6.00 40 45 39 I 33. 1 32. 0 32.5 31. 5 

Dec25 24 0.2 O. 4 

Shal10w Mar 5 10. 60 5. 10 28 1.3 4.0 

May 1 I 4. 50 4. 60 4.20 4.90 22 28 22 I 11. 8 12. 8 14. 8 8.5 
Period of worm treatment. 

A: No treatment. B: Oct. l-Dec. 30. C: J四.3-Mar. 3. D: Mar. 3-May 1. 

New Mother 共に，注志したにもかかわらずビニール内の温度，湿度
corm Deep plant1ng corm 
1'/;1 Ig 

ラ01/ f ノ、
201 

/ f / ノ!;
。123 4 1 2ぅι 1 234 1 2ぅι o

う0
Shallow plant1ng 

20 

10 / ノ〆ノf~
01"2ラ lふ 12ぅι 12ラ

A B C 
123斗 O

D 
Fig. 1. Effect of the worm treatment on the 

weight of mother and new cormes at 
harvesting time. 

Peri吋 of Weight of mother corm 

worm treatment at the planting time 

(-.， Mother A: No tr伺 tment. 1: 9-12g 

corm B: Oct. l-Dec. 30. 2: 13-15 

New C: Jan. 3-Mar. 3. 3: 16-17 

corm D: Mar. 3-May 1. 4:18-19 

品。

の不自然な変化，及びその結果の病気の発生にもよるも

のであろうが，根本的には本作物の好冷的特牲によるも

のと恩われる.

第2表をみると， 秋期JJui誌では菜の伸長を若しく促進

するが，丁度この時期が葉の伸長の最も盛んな時に当っ

ているからである.新球茎については，処理終了時の12

5J末までには全く影響が認められない.伸長の促進され

た葉が，その後の新球茎の生長に如何なる影響を与える

かについては，本実験では 1月に入ってこの区の葉だけ

が先端より2割程度霜害を受け，無処懲或はそれよりも

短くなった為に見る事が出来なかった.冬期加温でも，

葉の伸長は促進されるが新球茎の生長の促進は浅植区に

認められるのみで深植区では全くない.春期加温の影響

は葉では全く認められず，新球茎の生長にはむしる阻't:

Tab!e 3. Effect of the worm treatment on the 

height/width ratio of new corm. 

Deep 

Shallow 2 

3 

C D 

060 1059 |057 
O. 54 I O. 52 I O. 58 

O.ω 0.53 0.54 

O. 70 0.53 0.56 

0.50 

0.47 0.50 0.48 

0.47 0.47 0.50 

0.42 0.44 0.43 0.51 

Period of 

worm treatment 

A: No treatment. 

B: Oct. I-Dec. 30 
C: Jan. 3-Mar. 3 
D: Mar. 3-May 1 

Weight of mother corm 

at the planting time. 
1: 9-12g 

2: 13-15 

3: 16-17 

4: 18-19 
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Fig. 2. Corm and r∞t state of deep (left) and 
shalIow (right) planting. 

的である.此の時期の葉の伸長はlliに終了しており，外

郎の気温はm割前jまっているからであろう .
全般的にみて，浅植阪の't二長はj米地|五に比べて杭t<
劣っているが， 一このl原因は浅楠区;の}JII泌がほとんど効県

がなし、事からみて， n:脊温度が低いZうではなL、と忠われ
る.悶に 1-2)Jの厳寒時に於ても'1・liiJ十ltjyでは地ート10

cm(il柏ーl孟組付il度)の地品liの}jが地品とよりも数民:低い

のが時過であった.なは， 浅勉J家組l山'Íl~の新球茎のll:'fiー

は第 2 ~Ha )及び第 3 J，乙に示す線に，浅鎚|廷は結しく ~ 'k'ì

が多く扇三1;，であるが，乙の特徴は全)J¥liJul処JlJ¥I?'<をj叫じて

全く刷機である事からも，温度:妥因がこれに無関係であ

る事がわかる.第4，j長は各部の成長が:Qも盛んである12

月25日の母球及ひ.葉の水分合量でらる.浅鎚|丞の水分合

量は各部とも少い.即ち，浅植区の成長の劣っているl京

悶として， 上議の乾燥がその 一因と考えて良いでらろ

う.更に3・4)J頃の成脊末期lに於ては，乾燥のJ官しい
時は似のート.部は充分~UJ~ しているにもかかわらず，J\X般

に先だって基泌が枯死するとドさえある.げは凶(b))

Table 4. Water % at Dec. 25. 

'Mother I Plot ~~~~er I uaf 
corm 

No treatment I Deep planting 79. 81 75. 8~ 
I ShalIow planti暗 74.73 73，10 

Worm I Deep planting I 81. 95 I 78. 29 
treatment 1，... .. __ __ I 

I ShalIow planting I 78.ωI 76.24 

学

31 

主長

Fig. 3. Growth states with (;ondition of ferti-

Iization (right)， non-fertilization (mid-
dle) and storage in d3.rk box (left). 

Fig.4. R∞t state of fertilized (1eft) and non. 
fertilized (right) plant at the harzesting 
time. 

B. 施胞の・5響

砂利時ttftの結・*，新球茎の~L長にJY;i しては合!!)j巴|壬は l

)J 初旬まで施政~l丞 と全く炎、らず，それ以後やや劣るが 5

)j 11::1の収穫期に於ても相当の成育量を示す. (第5ぷj

根及び葉の成長は無肥区のノゴが終始小で，殊に葉に於

ては著し く劣り，施肥[孟が!el体の粛さで下手.するのに対

し無肥院は前 i'l:したま まである. (司(~ 3図)禁色 につレ

ても施肥Iメに比しかなり~色が淡く架線系の少い守与を

忠わせる. UIli:ノ;割if;J\裟住民量の木j~1に於ける低卜は，当

然光合成能力の低い~}.iが原因の一部になっていると忠わ
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Ta1S1êS;附 Eff己ef・orfei'ti1iiatibu'ahd ~i1bがferti1ization of the growth state. 

Length of root Length of leaf Width of new Height/width of 
cm cm corm cm new corm 

Ferti1i. Non.. 円Ferti1i- . Non. Ferti1i. Non 
Sampling. date zation: ferti1i' I zation ferti1i. I zation ferti1i. zation ferti1i. 

i zation zation zation zation 

Dec. 29 14 11 28 28 1.3 ー0.41

Jan. 6 38 33 2.3 2.5 

Apr. 8 UJ 15 50 37 4.2 0.53 

May 1 19 15 50 37 4.6 4.2 I 0.58 0.54 

Fresh weight Fresh weight Fresh weight of Fresh weight of 
of root g. of leaf 

Ferti1i. Non. Ferti1i. 
zation fertili. zation 

zation 

Dec. 29 5.5 3.8 3. 6 

Apr. 8 4. il 3.5 10.9 

May 1 

れる.それにしても水道水のみでこれほどの生長量をみ

せたのは驚くべき事柄であろう.この原因として

(1) 少くとも初期に於ては，母球の糖その他の栄養が，

直接新球茎へ移行し得る.

(2) 川砂の中から或る程度無機物が溶出する.

(3) 母球の栄養が各器管へ送られ，各器管は非常に低濃

度の栄養状態で夫々の生活機能を営み，その結果光合成

を行って得た糖を沓積する.

等の事が考えられるが， (1)については10月始めほ球を

g. new corm g. mother corm .. g. 

Non. Ferti1i. Non. Ferti1i. Non. 
ferti1i. zation ferti1i. zation . ferti1i. 
zation zation zation 

3.8 0.8 1.1 13.4 13.6 

9.6 27.5 22.9 3.5 2.6 

33.8 26.4 3.4 2. 7 

木箱の中に入れ，コモで覆い，暗黒として乾燥を防いで

おき 3月末に取出して調査した結果，元の重量30gのほ

球に対し13gの新球茎が発育していた事実(第3図)か

らある程度認め得ると考えられる.なほ，サンプJレ小数

の為に確実には云えないが，施肥区の菜(先端から〉及

び根(基部から)は無肥区に比し比較的早期に枯死し

始める傾向があったが， (第4図)この原因については

不明である.

(工芸作物学教室.11日34.8. 31.受注l)

Summary 

These experiments were carried out to make was not a effect of temperature， but soil water 

clear the culture ∞nditions on the enlargement of content. 
saffron corm. Results obtained are summarized as (2) The effect of non.fertilized culture on the 

follpws: growth of saffron was investigated by the sandcul-

(1) Sa妊roncorms were cultivated in four flames ture. 

and each flame had deep (10cm) and .shallow (3cm) The growth of leaf of non-fertilized plant was 

planting plots. The three flames (B，C.D) were. co. heavily prevented， but it was not so much for the 

vered with vinyl film during Oct. 1 -Dec. 30(B)， root. The new corm of non.fertilized plant enlarged 

Jan. 3-Mar. 3(C)， and Mar.3-May. 1(D). respec・ aswell as ferti1ized plant until about the middl巴

tivly， and the other one (A) was no.covering at all. of growing period. Thenew corm of non.ferti1ized 

Deep planting plant had remarkable growth plant had beep. became suitabl巴 sizeat the harvest. 

than shallow planting. but there was not a wide ing time. but it was inferiored to some degree than 

difference among warm treatments. And shallow the new corm of fertilized plant. 

planting plant had few water content than deep (Laboratory of Industrial Crop Science， 

one， therefor巴 itshould seem that the difference of Received Aug. 31， 1959) 

the growth between the deep and shallow planting 
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